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      堀 内 辰 男 氏から学位申請のため提出された論文の審査要旨 
 
 
題 目    Usefulness of basophil activation tests for the diagnosis of  
sugammadex-induced anaphylaxis.                
（好塩基球活性化試験はスガマデクスによるアナフィラキシーの診断に有用である。）      
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た。その結果、スガマデクス濃度がCD203cでは10 mg/ml、CD63では1 mg/mlが最も良い感度特異
度を示す閾値となった。CD203cでは閾値4.2%で感度88% (95% CI: 63-100%) 特異度100%(95% CI:
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